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  平成２６年 臨時（第６回）大分市教育委員会会議録 

 

１．日  時    平成２６年３月１２日(水) 

午前８時３０分～午前９時０５分 

２．場  所   大分市役所第２庁舎６階 教育委員室 

３．出席委員   一番委員   足立  一馬 

         二番委員   大久保 眞理子 

         三番委員   角山  光邦 

         四番委員   髙橋  英子 

         五番委員   小林  達也 

４．出席事務局職員 

教育部長      玉衛 隆見   教育部教育監     三浦 享二 

教育部参事     菅  章    次長兼教育総務課長  房前 武男 

次長兼教育指導課長 江藤 郁    文化財課長      塔鼻 光司 

５．書記 

教育総務課参事補  足立 秀雄    教育総務課主任   谷矢 啓良 

６．傍聴人   なし 

７．議 題 

（１）議案審議 

（教議第２７号）県費負担教職員の人事異動の内申について 

（教議第２８号）市長の権限に属する事務の一部の補助執行の解除に関する

協議について 

（２）報告事項 

    大友氏遺跡保存管理計画・整備基本構想について 

８．会議の概要 

委員長     ただいまより、平成２６年臨時（第６回）大分市教育委員会
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を開会いたします。   （午前 ８時 ３０分 開会） 

委員長     会議に先立ち署名委員を１番委員、２番委員にお願いします。 

        それでは、ただ今より、議案審議に入ります。教議第 ２７

号「県費負担教職員の人事異動の内申について」を議題といた

します。 

委員      委員長、教議第２７号を審議するにあたり発議があります。 

委員長     許可します。 

委員      教議第２７号「県費負担教職員の人事異動の内申について」

につきましては、人事に関する案件であることから、審議を秘

密会とすることを発議いたします。 

委員長     ただいま、委員から教議第２７号の審議を秘密会とするとの

発議が出されましたが、秘密会とすることに賛成の方は挙手を

お願いします。 

全委員     （挙手） 

委員長     全委員賛成と認め、教議第２７号の議案の審議は秘密会とし

ます。 

（教議第２７号「県費負担教職員の人事異動の内申について」

について原案のとおり決定する。） 

委員長     それでは次に、教議第２８号「市長の権限に属する事務の一

部の補助執行の解除に関する協議について」を議題といたしま

す。 

        事務局の説明を求めます。 

次長兼     教議第２８号「市長の権限に属する事務の一部の補助執行の 

教育総務課長 解除に関する協議について」ご説明申し上げます。 

現在、市長から補助執行を受け管理しております金池会館で

ございますが、平成２６年４月１日に大分市教育センターが設
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置され、業務を移管することにより金池会館を利用しなくなる

ことから、金池会館の管理に関する補助執行を解除することに

つきまして、本委員会でご審議のうえ、ご決定いただこうとす

るものでございます。 

        以上でございます。 

委員長     ご質問などありませんか。 

全委員     （なしとの声） 

委員長     それでは採決いたします。教議第２８号は原案のとおり決定

することにご異議ありませんか。 

全委員     （異議なしとの声） 

委員長     ご異議なしと認め、本案は原案のとおり決定されました。 

委員長     それでは次に、報告事項の説明を求めます。 

文化財課長   報告事項「大友氏遺跡保存管理計画・整備基本構想につい

て」ご報告申し上げます。 

文化財課では、顕徳町にある大友氏館跡をはじめとする大友

氏遺跡の計画的な保存・整備、そして活用を図るため、本年度、

整備基本構想を含む大友氏遺跡保存管理計画を策定しており、

お手元にお配りしております最終案をまとめましたので、ご報

告いたします。 

保存管理計画と申しますのは、史跡を将来にわたって適切に

保存し、確実に伝えていくために、その保存に関わる行政的な

措置について定めたものでありまして、整備基本構想は、この

保存管理計画に基づき、史跡をどのように活用していくかにつ

いての基本的な方針を定めたものであります。 

この中で第３章が保存管理計画、第４章が整備基本構想とな

っております。 
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まず、策定にいたる経緯についてでございますが、顕徳町に

ある大友氏の館跡を中心とします大友氏遺跡は、平成13年に館

跡の一部について国史跡の指定を受け、その後、旧万寿寺跡を

加えるなど、地権者の同意の得られた部分から追加指定を行い

ながら、発掘調査を進める中で、「大友氏館跡」、「唐人町跡」、

「旧万寿寺地区」、そして館の南側にある「推定御御蔵場跡」の

範囲が確定したことを受け、平成24年３月に史跡地を公園とし

て整備した際の駐車場やトイレなどを設置するための利便施設

用地を加えた１７.５haについて『大友氏遺跡歴史公園』として

都市計画公園決定を行ったところでございます。 

こうした状況中、今年度に新たに組織いたしました「大友氏

を活かしたまちづくり庁内検討委員会」や、学識者や市民代表、

地元代表、そして行政関係者などからなる「大友氏遺跡保存管

理計画・整備基本構想検討委員会」において素案の策定をおこ

なってまいりました。 

策定にあたりましては、市民の皆様とのワークショップや市

民意見交換会、そして、１月２２日から２月２１日までの約１

ヶ月間、パブリックコメントを実施し、市民の皆様方から意見

をいただく中で、いただいたご意見についてはこの計画書の中

に反映させております。 

この中の８１ページ第４章整備基本構想につきましては、大

友氏遺跡の整備活用を通じて、中世豊後を治めた大友氏の個性

と魅力を伝えつつ、県都大分の新しい文化創造の活力を生み出

す場として、南蛮文化発祥都市おおいたの創造・体感・発信 

拠点として整備することを基本目標として挙げております。 

そして、現在、大友氏遺跡として残る「南蛮文化」が花開い
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た当時の大分の賑いや壮大さを感じられるような整備を行い、

宗麟公の進取の姿勢にならい、調査により明らかとなる新たな

成果のみならず、様々な「おおいたブランド」を世界規模で情

報発信する拠点としての役割も担うとしております。さらには、

緑豊かなオープンスペースや多様な創造的活動を育む場所とし

ての機能も備えながら、賑わいを生み出す新たな観光拠点とし

ての役割も果たすよう整備を進めていくという基本方針を掲げ

ております。 

こうした方針に基づき、今後整備を行っていくわけでありま

すが、本事業の完成には長い期間を必要としますことから、大

友氏館跡の整備を優先し、大友氏遺跡のシンボル空間としての

復元整備を目指し、新年度には、本計画書に基づき、戦国大名

庭園の中でも屈指の規模を誇る大友氏館の庭園跡を整備するた

めの「整備基本計画」の策定に着手する予定であります。 

以上でございます。 

委員長     ご質問などありませんか。 

全委員     （なしとの声） 

委員長     他に何かありませんか。 

次長兼     次回の教育委員会及び３月、４月の教育委員会の日程、月の 

教育総務課長 定例教３育委員会は、３月２７日（木）午後３時～でお願いい

たします。 

４月の定例教育委員会は、４月２８日（月）午後３時～でお

願いいたします。 

また、３月２４日（月）午後３時３０分～「教育委員会職員

の人事異動について」臨時の教育委員会を予定しておりますの

で、よろしくお願いいたします。 
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以上でございます。 

全委員     （了承） 

委員長     他に何かありませんか。 

全委員     （なしとの声） 

委員長     これをもちまして、本日の会議を閉会いたします。 

                   （午前 ９時 ０５分 閉会） 

 


